
 

第 13 回 腎と栄養代謝研究会 in 京都 
 

 

当番世話人：加藤明彦(浜松医大附属病院) 

代表世話人：天野 泉（名古屋バスキュラーアクセス天野記念診療所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時：平成 22 年 12 月 18 日（土）13：00～17：00 

 

場  所：ホテル京阪京都（JR 京都駅八条東口徒歩 1分） 

            京都市南区東九条西山王町 31 番 

会  費：5,000 円 

連絡先：静岡市立静岡病院腎臓内科 TEL（054）253-3125    



第 13 回「腎と栄養代謝研究会 in 京都」プログラム 

 

13:00～13:05 

＜開会＞                                 当番世話人：加藤明彦(浜松医科大学) 

 

13:05～13:45   

＜一般演題Ⅰ＞  

座長： 中井 洋（田園腎クリニック） 

冨永芳博（名古屋第二赤十字病院） 

1) Mg 摂取により改善した症状  職員による小規模治験 

蒼生会 高松病院   

  近藤清隆、伊藤博夫 

2)エバール膜透析による蛋白酸化の調節 

   静岡市立静岡病院１）、静岡県立大学 2）、旭化成クラレメディカル 3） 
追手町クリニック 4） 

      松本芳博１）、熊谷裕通 2）、村松美穂 2）、向 誠 3）、斉藤孝雄 4）、在原和夫 4） 

3)使用透析膜が高齢透析患者の栄養状態に及ぼす影響。 

兵庫医科大学 内科学 腎・透析科 

倉賀野隆裕、古田 穣、木田有利、北村理恵、名波正義、小瀧慶長、 

蓮池由起子、野々口博史、中西 健 

 

13:45～14:05 

 指定講演  

                   座長：有薗健二（熊本中央病院） 

「血液透析患者における内臓脂肪の役割について」 
    浜松医科大学附属病院 血液浄化療法部        加藤明彦 
 
14:05～14:45 

＜一般演題Ⅱ＞  

                               座長：申 曽洙（元町 HD クリニック） 

                      湯浅健司（高知高須病院） 

4) 維持透析患者におけるエプレレノンの有効性の検討 

社団総星会 五井クリニック 

   堀川哲彦、浜田哲郎、松﨑健三 

 



5) 拡張型心筋症に対して免疫吸着療法が著効を示し、その後のカルニチン内服 

  で心機能がさらに改善した 1例 

  森田シャントアミロイド治療クリニック 1)、  

北里研究所病院循環器内科２）同 透析センター3）、同 腎臓内科 4） 

森田弘之 1)、馬場彰泰２）、島田 恵２）、赤石 誠２）、村山 章 3）、若林靖久 4） 

コメント：桜林耐（山梨厚生病院）  

6) 低たんぱく食は mTOR 活性を低下させて糸球体硬化を抑制する 

静岡県立大学臨床栄養学 

大川栄重、吉田卓也、池谷直樹、熊谷裕通 

 

14:45～14:55   ～～～～～～～～休     憩  ～～～～～～～～～ 

 

14:55～16:00                     

 特 別 講 演   
座長：椿原美治（大阪府立急性期総合医療センター）   

                                       加藤明彦（浜松医科大学） 
「CKDstage4・5 における低たんぱく食療法を再検証する」 
１．～医師の立場から～ 

慶応大学 血液浄化・腎センター    菅野義彦 
２．～管理栄養士の立場から～ 

昭和大学藤が丘病院 栄養科      菅野丈夫 

 

16:00～16:30 
 腎と筋の新しい話題  

座長：中西 健（兵庫医科大学） 

 熊谷裕通（静岡県立大学） 

「DXA による透析患者の脂肪・筋肉量定量の有用性と生命予後との関連」  

 

大阪市立大学               稲葉雅章 

 

16:30～16:35 

＜閉会＞天野 泉（名古屋バスキュラーアクセス天野記念診療所） 

 

＊ この後、意見交換会を用意しております。 


